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１９８ 松山大学論集 第１９巻 第５号
といえる。
現在，「ガバメントからガバナンスへ」あるいは「学校と地域との融合」と
いったスローガンの下，一定程度のスキルをもつ市民活動団体の多くは，行政
や教育関係者から「協働」を求められる機会も増えてきている。しかし，その
コスト（＝時間やエネルギー）に見合うだけのベネフィット（金銭的・物質的
報酬のみを指すのではなく，達成感などの精神的な要素も含む）を常に還元さ
れているとは言い難いとの批判も，市民活動団体の間には根強くあるのが実情
といえる。他方，昨今の社会的風潮においては，学生などに対し，「ボランティ
ア」「社会貢献」などの名目で，比較的安易に無償の労力提供を期待する傾向
も，ごく一部では見受けられるように思われる。こうした状況の下で，地域の
信頼を得，まちづくりに資する人的ネットワークを確立するためには，一定の
時間と労力とが必要となろう。上述した他地域の事例なども参考にしつつ，さ
らに研究及び実践活動を積み重ねていく必要があるものと思われる。
（執筆：甲斐朋香）
写真：アート NPO「QACOA」
NPO「博多まちづくり」
NPO「庚申庵 GCM倶楽部」
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鈴木雅子（愛媛大学学生）
風雅フォトリレープロジェクトチーム
前田眞（NPO「まちづくり支援えひめ」代表）
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